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Ⅰ．はじめに 

 近年、生活科において「地域への愛着」は
非常に重要なキーワードである。平成 29 年
度の学習指導要領解説、生活科編では学年
目標（１）の中に、「学校，家庭及び地域の
生活に関わることを通して，自分と身近な
人々，社会及び自然との関わりについて考
えることができ，それらのよさやすばらし
さ，自分との関わりに気付き，地域に愛着を
もち自然を大切にしたり，集団や社会の一
員として安全で適切な行動をしたりするよ
うにする。」¹⁾という記述がある。同様に内
容（３）の地域と生活においても、 「地域に
関わる活動を通して，地域の場所やそこで
生活したり働いたりしている人々について
考えることができ，自分たちの生活は様々
な人や場所と関わっていることが分かり，
それらに親しみや愛着をもち，適切に接し
たり安全に生活したりしようとする。」²⁾と
いう記述がみられる。これらの記述にはい
ずれも、「親しみ」や「愛着」という地域や
人々に関する言葉が明言されている。 

しかし中央教育審議会 （1990）が、「現実
には、地域社会での活動を通しての子供た

ちの生活体験や自然体験は著しく不足して
いると言われ、また、都市化や過疎化の進
行、地域における人間関係の希薄化、モラル
の低下などから、地域社会の教育力は低下
していると言われている。」³⁾と述べている
ように地域社会と子どもたちの関係性は希
薄化しつつある。また、同じく中教審（2004）
は「少子化，核家族化が進行し，子ども同士
が集団で遊びに熱中し，時には葛藤しなが
ら，互いに影響しあって活動する機会が減
少するなど，様々な体験の機会が失われて
いる。（中略）さらに，人間関係の希薄化等
により，地域社会の大人が地域の子どもの
育ちに関心を払わず，積極的にかかわろう
としない，または，かかわりたくてもかかわ
り方を知らないという傾向が見られる。」⁴⁾
と述べており、子どものみに関わらず地域
全体をみても関係性が希薄化傾向にあると
捉えられる。また、子どもたちにおける体験
活動の重要性も伺える。 

これらを踏まえ、生活科という地域と深
く関わる機会がある教科を通して、子ども
たちと地域を繋ぎ、「地域への愛着」を育ん
でいく必要があると思われる。そして、その
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教育以外の研究分野では「地域への愛着」
について次のように示されている。看護分
野において大森（2014）は、「日常生活圏に
おける他者との共有経験によって形成され，
社会的状況との相互作用を通じて変化する，
地域に対する支持的意識であり，地域の未
来を志向する心構えである」⁸⁾と定義して
いる。また、環境心理学において Hidalgo 
and  Hernandez （2001）⁹⁾は地域に対する
愛着を「人と地域とを結ぶ情緒的な絆」とし
ており、多くの研究においてこの定義が用
いられている。これらの定義からは、「地域
への愛着」について、地域との関わりによっ
て構築される人々の地域に対する強い思い
や心情面を表していることが伺える。 

そして、教育分野においても「地域への愛
着」について様々な見解が述べられている。 
市内の中学生が郷土への理解を深めること
を目指した「かすみがうら子どもミライ学
習」¹⁰⁾は 「郷土を愛し誇りに思う心を育み、
未来のまちづくりを考えることができる人
材を育成すること」を目的としている。 

小学校高学年の総合的な学習の時間で実
践した大淵（2011）は、「『地域への愛着』
とは地域のよさと自分とのつながりについ
ての認識と、それによって生まれるかかわ
りたいと願う心情である。」¹¹⁾としている。 

小学校中学年での活動を取り上げた柿崎
（2023）¹²⁾は、チラシ作成の実践について、
子どもから課題が成立した要因の一つに３
年次に地域の良さをたくさん実感したこと
や、地域の人々との絆が深く、地域への貢献
の気持ちが養われていたことを挙げている。 

このように「地域への愛着」には発達段階
に関わらず、地域や地域に住む人々と関わ
る体験や経験から得た地域に対する強い思

いが重要であると捉える。だからこそ、筆者
は「地域への愛着」について Hidalgo and 
Hernandez の「人と地域とを結ぶ情緒的な
絆」という定義を大枠とし、地域との関わり
や地域に住む人々とのつながりが不可欠で
あり、関わり続けることでより深まってい
くものであると定める。 
（（２２））低低学学年年・・町町探探検検ででのの「「地地域域へへのの愛愛着着」」  

そして、低学年ならではの生活科の視点
から「地域への愛着」について捉える。松井
は、「児童は地域への働きかけを積み重ねる
ことで、地域の人々や場所に慣れ親しむよ
うになる。そして、地域の人々や場所から離
れがたく感じるようになることで、地域へ
の親しみや愛着が育まれていくと考える。」
¹³⁾と述べている。このように、生活科にお
ける「地域への愛着」には実際に地域に出か
け、地域の人々と関わりながら進められる
「町探検」の存在が重要であることが改め
て示唆されている。そして 「町探検」を中心
に「地域への愛着」について述べた加藤
（2010）は様々な文献を踏まえ、「『愛着』
というものは、離れがたい思いや好きとい
う気持ちだけではなく、児童の生活に根ざ
したものでなくてはいけないと考える。し
たがって、低学年がもてる『地域への愛着』
の定義を、児童の日常生活においても継続
されていくような、『生活していく中で、【町
探検】でもった地域に対しての【いいな】や
【好き】という気持ちを思い出し、持ち続け
ながらかかわること』とした。」¹⁴⁾と述べて
いる。ここから、低学年という発達段階にお
いて「地域への愛着」を育むためには「町探
検」という体を通して得た「いいな」や 「好
き」といった情緒的側面が短期的なものに
なるのではなく、地域に対する想いを持ち

 

中でも子どもたちが実際に地域に出かけ、
地域の人と深く関わることができる「町探
検」という体験活動は非常に重要な意義を
もつのではないかと考察する。 
 ここで、「町探検」を通して「地域への愛
着」について考察を行った加藤亜美を取り
上げる。加藤（2010）は、「町探検」を通し
て地域への愛着を育むプロセスのはじめに
『地域を知る』という段階を位置づけ、 「『地
域を知る』を付け加えたのは、『地域に関心
をもつ』ためには、『地域を知る』ことが前
提ではないかと考えたためである。」⁵⁾と述
べている。ここから、地域への「親しみ」や
「愛着」を育むためには前段階として地域
を「知る」ことが重要であると捉える。 

そして、平成 29 年度学習指導要領解説、
生活科編では、「自分との関わりに気付くと
は，自分自身と対象との結び付きに意識を
向け，自分と対象との関わりが具体的に見
えてくることである。こうした気付きによ
って，児童は幸せや喜びを感じたり，それら
を誇りに思ったり，心地よく生活しやすい
と感じたりして，次なる行為につながって
いくものと考えられる。それが，地域に愛着
をもち自然を大切にしたり，集団や社会の
一員として安全で適切な行動をしたりする
ことにつながる。」⁶⁾と述べられている。こ
こからは、「地域への愛着」を育むためには
地域と自分との関わりに気づくことが重要
だと捉える。 

この 2 点より地域への「親しみ」や「愛
着」という情緒的な要素を育むためには、
「知る」や「気づく」といった知覚的な要素
が非常に重要であると示唆される。これら
に代表される自らの 「気づき」を自分で認識
したり、他者と共有したりするために「表現

活動」は有効であると考える。 
また、同じく生活科指導要領解説では「親

しみ」や「愛着」について、「地域の人々や
場所のよさに気付くとともに，それらを大
切にする気持ちや地域に積極的に関わろう
とする気持ちを一層強くもつことである。」
⁷⁾としている。気持ちは目に見えないもの
であり、育っている姿を捉えることが難し
い。しかし、この目に見えない情緒的な側面
を少しでも表すことができる方法の一つが
「表現活動」であると考える。 
 しかし、町探検の「表現活動」に関して詳
細に研究されている論文はまだ少ない。そ
こで、加藤の 「地域への愛着」について述べ
た 2 つの論文をはじめとする先行研究をも
とに、 「町探検」における「表現活動」の重
要性と可能性について研究を進めたいと考
えた。 
 研究の方法としては、まず「地域への愛着」
について先行研究をもとに定義する。次に、
それらはどのように育むことができるのか
について述べられた過程についてさらなる
考察を行い、「表現方法」はどのような効果
をもたらすのか考察を行う。最後に今年度
筆者が子どもたちに行った表現方法の工夫
を伴う実践を取り上げ、子どもたちにどの
ような変化が表れたのか分析を行う。これ
らの研究を通して、町探検単元における「表
現方法」の工夫がもたらす「地域への愛着」
についてより明らかにしていきたい。 

Ⅱ.研究内容 

１１．．「「地地域域へへのの愛愛着着」」のの定定義義  
（（１１））大大枠枠かからら捉捉ええたた「「地地域域へへのの愛愛着着」」  

まず、「地域への愛着」を育む町探検につ
いて考える前に、「地域への愛着」とはどの
ようなものを指すのだろうか。 
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切にする気持ちや地域に積極的に関わろう
とする気持ちを一層強くもつことである。」
⁷⁾としている。気持ちは目に見えないもの
であり、育っている姿を捉えることが難し
い。しかし、この目に見えない情緒的な側面
を少しでも表すことができる方法の一つが
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とに、 「町探検」における「表現活動」の重
要性と可能性について研究を進めたいと考
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について述べられた過程についてさらなる
考察を行い、「表現方法」はどのような効果
をもたらすのか考察を行う。最後に今年度
筆者が子どもたちに行った表現方法の工夫
を伴う実践を取り上げ、子どもたちにどの
ような変化が表れたのか分析を行う。これ
らの研究を通して、町探検単元における「表
現方法」の工夫がもたらす「地域への愛着」
についてより明らかにしていきたい。 

Ⅱ.研究内容 

１１．．「「地地域域へへのの愛愛着着」」のの定定義義  
（（１１））大大枠枠かからら捉捉ええたた「「地地域域へへのの愛愛着着」」  

まず、「地域への愛着」を育む町探検につ
いて考える前に、「地域への愛着」とはどの
ようなものを指すのだろうか。 
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山本は生活科における「地域への愛着」に
ついて「子どもが身近な地域に肯定的な印
象をもちながら、かかわっていこうとする
姿勢」と定義し、「『地域への愛着』形成を目
指した『町探検』は単元を通して地域にくり
返しかかわる活動、特に地域の人とかかわ
る活動によってその質を高めていくと考え
られる。」¹⁶⁾と述べている。 
両者のプロセスを比較すると「地域への

愛着」は地域に対する思いを持ち続け、関わ
り続けるものであるとしていることに加え、
最初から深い愛着を抱くのではなく、体験
や交流を繰り返すことで段階的に愛着が深
まるものであると捉えられる。しかし、加藤
は「関心を持つ」という部分を土台にしてい
るのに対し、山本は人とのかかわりによっ
て質が高まると述べており、着眼点はそれ
ぞれ異なる。だが、この二つのプロセスは相
反するものではなく組み合わせられるもの
であると考える。 
（（２２））ププロロセセススににおおけけるる表表現現活活動動のの重重要要性性  
加藤のプロセスでは、まず子どもたちの

中にある興味や関心といった気づきを言語
化し、アウトプットさせていくことが重要
ではないだろうか。また、親しみや愛着とい
う目には見えない思いや願いを表出させて
いくことで自分自身が地域に対する思いを
深めていることを、自覚させていくことが
大切なのではないかと考える。そして、それ
ら２つの段階双方において表現活動が大き
な役割を果たすのではないかと考察する。 
また、町探検において人の存在は非常に

重要である。人との出会いにより、地域の新
たな良さに気づき、疑問や興味をもち、さら
には地域の人たちの良さにも気づくことが
できる。そして、地域と関わり続けるという

ことは地域の人々と関わり続けることでも
ある。だからこそ、山本が示すように町探検
において人とのかかわりは重要な要素であ
ると思われる。その上で、町探検において人
と人を繋ぐためにも「表現活動」は有効に働
くのではないかと考える。人との出会いか
ら生まれた気づきなどを表し、子ども同士
の思いを共有させる。そして、お世話になっ
た人やこれからも関わり続けていきたい人
へ思いを伝える。これらそれぞれの場面に
おいて表現活動を取り入れることができ、
子どもの思いを表すことができるのではな
いだろうか。 
これらを踏まえ、筆者は町探検における

表現活動の意義を次の三点にまとめる。 
① 町探検を通した気づき、地域に対して芽

生えた興味・関心を表す 
② 地域に対する思いや願いといった目に

見えない肯定的な思いを表す 
③ 地域や地域の人々に対する思いを共有

したり、他者に伝えたりする 
もちろん、表現活動の工夫のみで愛着が

深まるものではない。しかし、プロセスの各
段階そして、町探検活動のなかで子どもた
ちの思いを表出させるという意味で表現活
動は有効に働くものであると思われる。 
そして、次章では具体的に表現方法のど

のような工夫ができるのか考察を進める。 
  
３．地域への愛着が高まる表現活動 

（（１１））学学習習指指導導要要領領かかららのの考考察察  
これまで町探検における表現活動の有効

性について示してきた。では具体的に表現
活動とはどのようなものを指すのだろうか。
生活科学習指導要領では、「『表現する』と
は，気付いたことや考えたこと，楽しかった

 

続けながら積極的に関わっていくことが、
長期的な思いが重要なのではないかと考察
する。 

一方で、看護分野の大森らが示した定義
やかすみがうら市の中学校での実践には
「地域への愛着」というものに「未来志向」
的な意義が含まれるものではないかと捉え
る。加えて、小学校における総合的な学習の
時間での実践には、地域との関わりの中で
「地域貢献」の気持ちが育まれるものであ
ると捉える。このように、「地域への愛着」
には発達段階によって違いがみられること
が示唆される。 

以上の考察から、「地域への愛着」には低
学年での「いいな」や「好き」といった地域
に対する好意的な思いを持ち続けるといっ
た愛着の形から、より学年が上がるにつれ
自ら関わり、支えるという側面が表れると
いうことが明らかになった。 

そして、低学年においては「町探検」とい
う地域と関わる体験が重要であり、そこか
ら生まれた地域に対する思いを持ち続け、
関わり続けることが「地域への愛着」といえ
るのではないかと考える。そのために、教師
は町探検活動を工夫し、子どもたちに芽生
えた情緒的側面を表出させていく必要があ
ると考える。 
 
２２．．町町探探検検ににおおいいてて「「地地域域へへのの愛愛着着」」をを高高めめ

てていいくくたためめにに  
（（１１））「「地地域域へへのの愛愛着着」」がが高高ままるるププロロセセスス  

生活科の町探検において子どもたちに
「地域への愛着」を育んでいくにはどのよ
うにしていけばよいのだろうか。加藤は「地
域への愛着」の定義とその愛着が深まる過
程を次のように示している。¹⁵⁾ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 「地域への愛着」の定義（加藤） 

 加藤はこのように図式化したうえで、「地
域への愛着」をもつために、地域について繰
り返しかかわり、 「地域に関心をもつ」→ 「地
域に親しみをもつ」→ 「地域で生活していく
中で、気持ちを思い出し、持ち続けながらか
かわる」ことが低学年での『地域への愛着』
という流れになるという考えを示している。 

また山本・加納（2016）は、加藤の考察
を踏まえ、地域への愛着が深まる過程を次
のようなプロセスを提示している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 「地域への愛着」形成のプロセス（山本他） 

①①地地域域にに関関心心ををももつつ  
（（気気ににななるる、、～～ししたたいい） 

②②地地域域にに親親ししみみををももつつ  
（（いいいいなな、、好好きき））  

③③生生活活ししてていいくく中中でで、、  
気気持持ちちをを思思いい出出しし、、  

持持ちち続続けけななががらら  
かかかかわわるる  

地地域域へへのの愛愛着着  
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であると思われる。これに体験の重要性も
加え、「町探検」における表現方法のポイン
トとして次の三点を挙げる。 
① 選択性（自分の思いを自分が選んだ方法

で思うがままに表す） 
② 共有性（他者に自分の意見を伝える、他

者と協力して一つのものを創り上げる） 
③ 連動性（体験が楽しくなるような工夫、

体験と関連した表現活動の形） 
これらを踏まえ、次章では今年度実践し

た生活科実践について振り返りつつ、考察
を行う。 
 
４．筆者の実践から 

  今年度、実習として関わらせていただい
ている学校の１，2 年生において表現方法
の工夫を伴う三つの実践を行った。「町探検」
とは異なる実践ではあるが、それぞれ共通
する要素をもつ実践である。先ほど示した
三点の工夫に沿って考察を進める。 
（（１１））選選択択性性をを重重視視ししたたワワーーククシシーートト  

M 小学校の 2 年生（男子９人女子 16 人
計 25 人）で、給食センター見学の授業を 2
コマ行った。筆者が担当したのは、振り返り
の部分で、見学の際と振り返りの際に使用
するワークシートの作成も行った。 
 これまでいくつかの授業に関わらせてい
ただく中で、振り返りがなかなか書けない
子や、「文章が全く浮かばない」と話す児童
がみられた。そのため、ワークシートにはあ
えて架線を引かず、絵でも文でも自由に表
現してよいと伝えた。比較できるように工
夫した。 
 その結果、文章を書くことを苦手として
いる児童は枠いっぱい使って絵で思いを表
している姿や文章で細かく表現する児童の

姿がみられた。A児は体験を通して、給食セ
ンターで働く人々の凄さにふれ、給食に対
する愛着を深めている姿がみられる。（図３）
また、B 児はワークシートの裏面も全面使
いながら、絵と文を組み合わせて高まった
自らの思いをめいっぱい表している姿がみ
られた。（図４） 

 
図３ A 児の振り返りシート 

 

   
図４ B 児の振り返りシート 

 

ことなどについて，言葉，絵，動作，劇化な
どの多様な方法によって，他者と伝え合っ
たり，振り返ったりすることである。一人一
人の気付きなどが表現されることによって
確かになり，交流することで共有され，その
ことをきっかけとして新たな気付きが生ま
れたり，様々な気付きが関連付けられたり
する。」¹⁷⁾と述べられている。 

したがって、より一人一人の思いや願い
をありのままに表すことができ、それぞれ
の違いが生まれるという点が生活科におけ
る表現活動の良さであると考える。また、一
人一人による表現が違うからこそ、他人と
比べることや自分の表現を見つめ直すこと
ができる。そしてそれぞれのものを組み合
わせたり、協力したりしてより大きな枠組
みでの表現活動を行うこともできる。この
ように、一人一人の「個の表現活動」と一緒
になって考えたり、取り組んだりする「協働
的な表現活動」の二点が効果的であると考
える。 
（（２２））体体験験とと表表現現のの連連動動  

しかし、繰り返しているようにただ表現
活動を重視していくだけでは「地域への愛
着」は育むことはできない。そもそも、表現
するもの、子どもたちが表現したいと思う
ものが無ければ、豊かな表現活動には繋が
らないからである。 

柿崎（2013）¹⁸⁾はヴィゴツキーの意見を
踏まえ「体験」があり「言語活動」があると
述べているように、表現活動にはその前に
豊かな体験活動が必要であると捉える。ま
た、永野（2020）は、町探検における体験
活動と表現活動に注目した実践を行った上
で、「対象に関わる活動とその活動を通して
気付いたことを表現する活動とを子どもの

思いや願いに応じながら往還させることは，
主体的・対話的な学びを生み出し，気付きの
質が高まる深い学びを実現することに有効
である。」¹⁹⁾と述べており、ここからも体験
と表現を連動させながら、双方を意識して
いくことが不可欠であることが示唆される。 
 このように、生活科において「地域への愛
着」を育んでいくには表現活動のみに注視
するのではなく、子どもの思いや願いを生
み出し、「表現したい」と思えるような体験
活動及び「町探検」が重要であり、体験を通
して得たそれぞれの思いがしっかり表れる
ような表現活動の工夫の両方を意識してい
くことが必要であると思われる。 
（（３３））町町探探検検ににおおけけるる表表現現活活動動のの工工夫夫  
 ここまで、生活科における表現活動につ
いて考察を進めたが、さらに「町探検」に焦
点を当て考察を行う。加納（2010）は平成
20 年度に実施された前畑教諭の実践のポイ
ントの一つに人とのかかわりを重視した交
流活動を挙げている。²⁰⁾豊かな交流活動を
行うためには、子どもそれぞれの意見を出
合わせたり、一人一人が伝えたい思いを明
確にしたりしていく必要がある。また、同実
践では自分が一番伝えたいことを、一番伝
えたい方法で、伝えたい人に発表する学習
が展開されている。その表現方法は多岐に
渡り、子どもたちが自ら話し合って決定し
たものである。 
 このように、 「町探検」における表現活動
では自ら選択した方法で表現できること、
また、それぞれの意見を交流させ、自らの良
さ、友達の良さに気づかせること、2 点が有
効なのではないかと捉える。そして、この２
つの視点は前項までで述べた「個の表現活
動」と「協働的な表現活動」と共通した視点
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 子どもたちは友達との会話を楽しみつつ、
見つけた物を比べながらビンゴに意欲的に
取り組む姿がみられた。とっておきのもの
には赤い落ち葉や大きなどんぐりなど、そ
れぞれの個性が表れていた。その後の振り
返りシートには 「秋見つけ」を楽しんだ子ど
もの思いが表れていた。 
 しかし、「冬見つけ」を校庭で行った際、
秋とのつながりを意識し、再び五感を意識
したワークシートを作成し、体験活動を構
成したのだが、思った成果が表れなかった。
ミッション１として五感を意識した内容を
入れたのだが、見つけるものを具体的に指
示していなかったこともあり、活動中もど
うしてよいのか分からず戸惑っている児童
の姿もみられた。また、ミッションの内容が
難しかったのかワークシートにかなり空欄
がみられた。C 児のワークシートでも上の
記述からは、思いを高めている姿は見とる
ことができない（図７） 

 
図７ C 児の冬見つけのワークシート 

 このように、体験活動が表現活動と上手
く連動させることができなければ、子ども
たちの素直な気持ちを見とることはできな
い。また、子どもたちが没頭できるような体
験でなければ、生き生きとした思いは表れ
ない。子どもたちが全力で体験活動を楽し
めるからこそ個性あふれる表現が生まれる
のだと考える。だからこそ、体験と表現を連

動させそれぞれを意識しながら進めていく
ことが大切だと思われる。町体験では、人と
の関わりや地域との関わりが非常に重要で
ある。また、繰り返し地域と関わる重要性も
強調されている。だからこそ、まずは町探検
の内容を充実させ、表現活動と関連づけな
がら進めていく必要があると考える。 
 

ⅢⅢ  おおわわりりにに  
 ここまで、先行研究と筆者の実践を踏ま
え、生活科・町探検における表現活動の意義
や工夫する点について考察を行った。「地域
への愛着」の定義を比べた上で、町探検で育
まれる愛着とは何か、そしてどのように育
んでいくことができるのかを整理し、「町探
検における表現活動の意義」と「町探検にお
ける表現活動の工夫点」を示すことができ
た点はこの研究の成果と言える。 
 しかし、筆者の実践は町探検単元におい
て実施したものではなく、町探検で実際に
どのような子どもたちの反応が見られるの
かは明らかになっていないことが課題であ
る。そのため、今後の実践や研究において、
今回示したものを用いて町探検実践を行い、
考察を進める。 
 また、子どもたちの豊かな表現を引き出
すためには体験活動が充実している必要が
改めて明らかとなった。体験と表現の連動
性も今後の課題と言えるだろう。そのため、
子どもたちの実態把握に努め、発達段階に
則した体験活動、町探検の構成を工夫し実
施していきたい。 
 

 

 

 

 

このように、子どもの思いを引き出すた
めには、自由な表現ができるよう工夫する
ことが有効であることが示唆される。だか
らこそ、「選択性」のある表現方法は生活科
において有効にはたらくのではないかと思
われる。特に町探検は、表現したい対象が多
く、地図などの空間認識を生かすような手
法もあるため、より幅広く選択する可能性
を秘めていると思われる。 
（（２２））共共有有性性をを重重視視ししたた振振りり返返りり活活動動  
  同じ学校の１年生（男子 12 人女子７人計
19 人）で、校庭での 「冬見つけ」の実践を
行った。「冬のおたからをさがそう」という
テーマを掲げ、校庭で冬の良さを色々見つ
けるとともに、一人一人のお気に入りのも
のを見つけることも目的とした。その活動
のまとめとして、校庭のおたからマップの
作成を行った。完成したマップが以下のも
のである。（図５） 

 
図５ 校庭の冬みつけで作成したマップ 

 作成に取り組んだ子どもたちは、見つけ
た物が同じであった子ども同士で、それぞ
れが見つけたポイントや良さについて楽し
そうに話し合う姿がみられた。「みかん」や
「ビオラ」という共通のものを取り上げた
子どもたちだが、子どもたちによってかな
り違いが表れる絵や紹介が生まれていた。
また、校庭で感じた 「風」の特徴について、
ふきだしに様子を書いてもらったのだが、

「びゅーびゅー」や「ザーザー」など様々な
表現がみられ、それぞれの感じ方の違いを
比較することができた。 
 そして、活動を終えた子どもたちの振り
返りには「こおりをさわりたいよ」と他の友
達が見つけた者に対して興味をもつ様子や、
「つぎはなつのマップをつくりたいです。」
と今回のマップ作りを楽しみ、次の活動に
意欲的になっている姿がみられた。 
 このように、他者とともに行う表現活動
には、友達との表現の違いに気づく良さや、
共に作り上げることの喜びや楽しさがある
ことが伺える。だからこそ、表現活動には交
流の場面を取り入れることが有効であると
ともに、「共有性」を意識した表現活動には
思いを高める一面があると考える。町探検
では、行動範囲も広くそれぞれが興味を抱
く対象も様々であるため、より他者との比
較がしやすいのではないかと考える。 
（（３３））連連動動性性をを意意識識ししたた体体験験とと表表現現  
 子どもたちの思いを引き出すための体験
として、 「あきみつけビンゴ」を行った。手
書きのビンゴカードを用意し、校区内の公
園で実践を行った。項目には五感を意識し
た内容を取り入れた。（図６） 

     
図６ あきみつけビンゴカード 
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 子どもたちの思いを引き出すための体験
として、 「あきみつけビンゴ」を行った。手
書きのビンゴカードを用意し、校区内の公
園で実践を行った。項目には五感を意識し
た内容を取り入れた。（図６） 

     
図６ あきみつけビンゴカード 
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